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丘の上に立つキャンパスの5階にあるため、教授の部屋にはたく

さんの日が差し込んで、明るく心地よい
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すべ笛期現場から
|:||||||111

山本利春教ま受の研究室には、千葉

県勝浦市の街と海とを一望できる大

きな窓がある。日当たりもよく、と

ても心地ぃい空間だ。デスク前に置

かれたボー ドには、学生からの贈クリ

物が員占られても`る。そのなかに、教

授も大ファンだという

'蔓

画『ワンピ

ース1の登場人物をアレンジして描

いたイラス トを見つけた。書き込ま

ォtて いたのは、「HAPPY E31RTHDAY

FATHEFR」 とのメッセージ.教授

は、「学生たちは、僕にとって家族

のように大切な仲間ですよJと 笑顔

で話 した.

順天堂大学大学院体育学研究科を

修了してすぐ、開校2年目の国際武

道大学に助手として着
/1。 それから

動続27年 (i教授は、文部科学省平

成19年度特色GP(4寺色ある大学教

育支援プrllグラム)に,来択された独

自の教育プログラム「学生によるス

ポーツ医科学サポートシステム」を

作
'り

上げた中心人物であり、スポー

ツトレーナー教育 トップクラスの同

大において、顔といえる存在である。

「開校2年目に、スポーツドクター

の黄川 (昭雄)先生に声を推卜けてい

ただきました。当時は『トレーナー』

とぃう存在を認識してはいるもの

の、専任スタッフとして大学に常駐

させるという時代ではなかったんで

す。だからケガの予防 。処置に対応

できる人員がいなくて、黄川先生が

いざ学生を診ようとすると、患者が

列をなして後を絶たない.そ こで先

生はtま ずは トレーナーが必要だと、

僕を呼び込んだんです」

そうして始まった助手生活は、毎

日がフル回転. トレーナールームで

全学生を対象にテービングやコンデ

ィショニングを行ったり、遠征に帯

同したリー.次第に「自分の分身を

作りたい」と思うようになったこと

と、各クラブが欲する専属トレーナ

ーを作るために、 1期生 (当時2年

生)に声を掛けた。

「学生はトレーナーを目指して大学

に入うてきたわけではあ|り ませんが、

僕の活動に多くの学生が興味を抱い

てくれました。彼らを言口戦力とする

ために、ごはんを食べたりお酒を飲

んだり、生活を共にしながら基礎知

識を教えていきましたこ時には、夜

通しで勉強会を開いたクリもして.当

時僕 |よ 24歳 で年齢も近かったし、

学生たちは教え子というより仲間と

いう感党でしたね」

そうして学生 トレーナーチームの

活動がスタ■ 卜。1987年には学内

施設のスポ‐ツ医学実習室を改良

し、アスレティックリハビリテーシ

取材日lt tll本 教授率いるコンティショ三ンク科学研

究室のカンファレンス(通 称・山カン)が 行われて ,ヽヽ た.

米国 では アスレティ ンク トレ~ナ ーげ)専 F¬ 領域 |ま

「アスレティノクトレーニンクJと llば れるが、日本で

同じ言葉を使 うと「 トレーニング|と いう言葉のE口 象

が強すぎるため、1992年 10月 に講師となリセミ″ri5講

する際に トレーナーが学ぶべき学問として「コンテ

ィショニングや1学 1と の名称を生み出し,、 名付けた

ョンルームをオープン.学外から

「武大へ行けばトレーナーの勉強が

できるJとの声が聞こえるようにな

ってきた。

より充実した内容を求めてカリキ

ュラムの改編に着手すると、94年に

始まった日本体育協会公認アスレテ

ィックトレーナー籠1度の適応校に認

定された。そして2001年 、国内 4

年制大学では初めてスポーツ トレー

ナー学科が設立されたて,こ れらはす

べて、現場がきっかけ。これがボイ

ントだ、と教授は言う.

学科設立以降、今も学生 トレーナ

ーチームは成長を続けている。所属

人数は100名 を超える大所帯だ。チ

ームの半分は各クラブで専属または

選手兼 トレーナーとして活動 し、も

う半分はキャンパスにあるリコンデ

ィショニングルームに常駐して、故

障者にアスレティックリハビリテー

ションを施す。

|||||||||||

実践叫甘躍辞爾十分
活動は学内にとどまらず、山本教

授が先頭に立って県内外におけるさ

まざまな競技会にもスタッフ (ボ ラ

ンティア含む)と して赴いている。

遠征先の トレーナーテントでは、施

術だけでなく、セルフコンディショ

ニングの知識をもたない中高生に向

けて指導することもしばしば.誰か

に 1を教えるためには、10を 知る必

要がある.そ のため、出発前には学生
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躙鶉鑽輻蒻鶴勉躙鶉 ポ輻輻鰺塀鰈
たちで勉強会を幾度も重ねるそうだ:]

「設備が整った大学は、ある意味で

特別な環境 (り

~般的な中学・高校、

公共施設に同等のものを求めるわけ

にはいきません.そ こで必要になる

のが基礎知識に加えた応用力,つ ま

り、さまざまなサポー ト技術を科学

的視点から考察することができる力

です.ス トレ.ソ チンクなら、ただイ申は

すのではなく、なぜこのス トレッチ

ングを行うのか ? を考える..テ ー

ビングも1本 1本に意味がある.裏
付 tり を把握 してしヽれば自信をもって

選手に指導することができるし、現

場で代躍を導き出すことができますJ

机土の勉強だけで :よ トレーナーに

なれないが、実践経験ば力ヽりという

のも不十分.ニ ビデンスをもった上

でコンディショニンクを行ス́る トレ

ーナーを育てるためにも教授自身、

指導の際には研究者としてデータに

基づいた意見も述べるよう、心が |サ

ているという=

山本教授のセミにはチームの主要

メンバーが所属 し、大学院の研究室

`毒

ンディショニング科学研究室 )

午後はなれ三所属する学部 3・ 4

年生を対象とし,た 七ミ合宿 1学 内

での集中授業,を 開催.課題を4

テ マ用意し それぞれの班 :こ 分
かすlξ 実躾・発表を行 ■た 鰺 ウ

ォーミンクアップ班 :ジ ■キンク

を実施 t′ た際 ;こ 下腿の深部筋温 |ま

何分で何度 〈うい上昇するか ?

その上昇時間 iよ 走行前のマ ンけ~
ジで短縮 t~き るか 70ア シリティ

班 :素早きの能力を 1フ ントワ~

ク】【切り返し,【選択反応1に分
:ナ て、測定前のウ増一ミングア t/

ブ時に、神経・筋への束1激 となる

アジリティトレーニンクを実施、

一方は渦流浴で温めるのみで 素

早 さの能力の変化 |こ 差は生 じる

か 70リ カバリー班 :カ ーフレイ
スを連続 100同 行 ったあと、片方
の月澪はアイスバス、もう片方はらヽ

くらはぎ局所のアイスバ ,ク を行
い、アイシング方法の違いにまる

筋硬度・柔軟性・ リバウンドジ1.

ンブ能力の回復度を比較する0筋
カ トレーニング班 ,各種筋カ トレ
ーニンクの動作中′)筋活動 を筋電

図を用いて観察 どの筋がどの程

度関与しているかを調べ で、 トレ
ーニレク動作の違い

`こ

よる筋活動
の1寺徴を知る

には、そのチームを東ねて才旨導する

コーチングスタッフが名を連ねてい

る。ゆえに、学内における現場サポ

ー ト状況や直面 している課題、スボ

ーツ医不斗学の最新情報などは自然に

教授の下へ集まってくることになる。

「研究室では 蹂 軟1圭』「リカバリ
ーII筋温:な どテャマ別に班分け

して、研究を行います。毎週定イタ1会

を開き、それぞれが得た情報 を交

換・共有する。それをゼミや トレー

ナーチームに落とし込んだり、論文

にまとめて学会で発表 したり tノ て、

多くの現場に発信 していくのです。

我々、看汗究室のイ吏命は理論と実】尭と

の橋渡 しだと考えています。私たち

が母体となって、学内のスボTツ現

場をサポー トすることでフィール ド

と科学とをつなぐ。そして、活動を

通 tり て澪斗学的知見をもった トレーナ

ーを育成、輩出すること。大学とし

て外せないポイントは、最終的に教

育に結びつくことですからねJ

山本教授が教育と研究を行う際に

イメージするのは、たくさんの業と

実をつけた一本の大きな樹。コンデ

ィショ■ングという太い幹があっ

て、そこに、例えば f柔軟性」とい

う枝を生やす.そ れはさらに『スト

レッチング̀
∫

F柔軟性測定評価1と

分かれていく。それぞれの研究が葉

となり、成果が実となるりもちろん、

幹にはほかにも『アスレティックリ

ハビリテーションJや ,救急処置』

や「測定言訂面」といった枝もあって、

それぞれ細かく分かれては、葉や実

をつけていくのだ。

「樹をイメージすることで研究の偏

りをなくすことができ、自分たちの

現状を一目で把握できる。仲間たち

とともに、少しでも多くの葉と実を

つけた樹を育てられるよう、どんな

場面に出くわしても最適な情報を現

場に届けられるよう、私たち研究室

は走り続けないと | と思います」
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85年、順天堂大学大学院体育学研究科修了 (ス ボ
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